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明治維新プリント 名前

問1 1873年（明治6年）に明治政府が実施した地租改正において、税の算定基準と納入方法の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2015年

大分県公立入試 類似）

1. 土地の耕作者に、地価を基準とし
て米で納めさせた。

2. 土地の所有者に、収穫量を基準と
して現金で納めさせた。

3. 土地の所有者に、地価を基準とし
て現金で納めさせた。

4. 土地の耕作者に、収穫量を基準と
して米で納めさせた。

問2 明治時代初期の教育制度に関する説明として、当時の建築的特徴や制度の背景をふまえたものとして最も適切な記述を選択してください。
（2023年 新潟県公立入試 類似）

1. 江戸時代の寺子屋や藩校の教育内
容をそのまま継承することを目的と
し、伝統的な和風建築による校舎の
整備が全国で進められた。

2. 天皇に対する忠誠や愛国の精神を
教育の基本とするために発布され、
全国の学校で道徳教育の柱として活
用された。

3. 「国民皆学」の理念のもとで近代
教育が推進され、長野県の旧開智学
校のように和洋折衷の「擬洋風建築
」を用いた校舎が建設されるなど、
近代化の象徴となった。

4. 個人の尊厳と真理の探究を目的と
して戦後に制定され、義務教育の期
間を6年から9年に延長することが定
められた。

問3 明治政府が1871年に実施した廃藩置県の制度上の特徴と、その目的について述べた文として最も適切なものはどれですか。 （2024年 栃木県公立入試

類似）

1. 各県に大幅な自治権を与え、アメ
リカのような連邦制の国づくりを目
指した。

2. 武士の特権を守るために藩の借金
を政府が肩代わりし、士族の生活を
保障しようとした。

3. 中央政府から府知事・県知事を派
遣し、全国を直接統治する中央集権
体制を確立しようとした。

4. 旧藩主をそのまま知事として留任
させ、幕藩体制を近代化させること
を目的とした。

問4 日本の近代国家形成の過程において、初代内閣総理大臣を務めた伊藤博文の経歴や役割を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 土佐藩出身の政治家として、民撰
議院設立の建白書を提出し、自由民
権運動を組織した。

2. 明治政府の初代内務卿として権力
を握り、学制や徴兵令、地租改正を
主導して富国強兵を進めた。

3. 神戸税関の前身である兵庫運上所
の長官を経験し、後に内閣制度を創
設して初代首相となった。

4. 天草や神戸など各地の開港を主張
し、慶應義塾を創設して『学問のす
すめ』を著した。

問5 明治初期の政府内では、日本との正式な国交を拒んでいた朝鮮に対し、武力を用いてでも開国を迫るべきだとする主張が生まれました。この主
張を何といいますか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 征韓論 2. 文明開化 3. 尊王攘夷 4. 地租改正

問6 1871年、明治政府はそれまで各地を治めていた藩主（知藩事）を免職にして東京へ集め、代わりに政府が任命した府知事や県令を派遣する改革
を行いました。この「廃藩置県」と呼ばれた改革の主な目的は何ですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 日米修好通商条約に基づき、外国
人の居住区を全国に広げるため

2. 中央政府が全国の土地と人民を直
接支配する、中央集権体制を確立す
るため

3. 各藩の自律性を高め、それぞれの
地域で独自の貿易や外交を行わせる
ため

4. 徳川家定を再び最高権力者に据え
、江戸幕府の体制を再構築するため

問7 岩倉使節団の一員として欧米諸国を視察した大久保利通や木戸孝允らは、帰国後、当時の政府内で高まっていた「朝鮮に兵を送るべきだ」とい
う主張に強く反対しました。大久保らがこの時に示した、日本の近代化を進めるための基本的な考え方はどのようなものですか。 （2024年

島根県公立入試 類似）

1. 武力によって近隣諸国との外交問
題を解決し、日本の国威を海外に示
すことを最優先する考え方

2. 国民の権利を認める憲法を早期に
制定し、国会を開設して民意を政治
に反映させることを最優先する考え
方

3. 江戸時代から続く幕藩体制を復活
させ、地方の武士による統治を強化
して秩序を維持する考え方

4. 海外への出兵よりも、地租改正や
徴兵令などによる国内の整備と産業
の育成を最優先する考え方

問8 産業革命期のイギリスにおける石炭の役割と社会の変化について述べた文として、当時の状況を正しく説明しているものはどれか。 （2022年

長野県公立入試 類似）

1. 石炭は社会主義的な平等社会を実
現するための配給物資として、国に
よって厳格に管理された

2. 石炭は蒸気機関の燃料として綿織
物の大量生産を可能にしたほか、製
鉄や鉄道の動力としても活用された

3. 石炭は石油に代わる新たな燃料と
して自動車の普及を支え、都市部で
の排ガス問題を深刻化させた

4. 石炭は鉄鉱石の代用品として機械
の材料に用いられ、蒸気機関の軽量
化と高速化を実現した

問9 明治初期の政治改革において、旧藩主から土地と人民を天皇に返還させた「版籍奉還」が行われた目的と、その後の1885年に伊藤博文が初代内
閣総理大臣に就任した出来事の説明として、正しい組み合わせはどれですか。 （2020年 埼玉県公立入試 類似）

1. 土地の所有権を認めて税制を安定
させるための改革 ― 外国との不平等
条約を改正するための内閣制度の創
設

2. 藩を廃止して県を置くための一時
的な改革 ― 自由民権運動を抑えるた
めの内閣制度の創設

3. 武士の特権を廃止して平等な社会
を作るための改革 ― 議会政治を開始
するための大日本帝国憲法の発布

4. 天皇中心の中央集権体制を強める
ための改革 ― 近代的な行政の仕組み
を整えるための内閣制度の創設

問10 15代将軍徳川慶喜は、倒幕派に政権を武力で奪われるのを避けるため、1867年に政権を朝廷に返上しました。しかし、薩摩藩や長州藩らは徳川
家を完全に排除した新政府の樹立を目指しました。このとき、幕府の廃止と天皇を中心とする政治への復帰を宣言したものを何といいますか。
（2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 大政奉還 2. 版籍奉還 3. 五箇条の御誓文 4. 王政復古の大号令

問11 明治初期の東京において、人口が一時的に100万人から60万人規模まで減少した現象に関わり、当時の社会制度の変化について述べた文として
正しいものはどれですか。 （2025年 島根県公立入試 類似）

1. 武士が特権を失ったため、新たな
職業を求めて北海道の開拓に従事す
る士族授産が東京の全人口の半数に
適用された。

2. 江戸から東京への改称に伴い、旧
幕府に関係していた全ての居住者が
都市部から追放される法令が出され
た。

3. 版籍奉還によって土地と人民が天
皇に返還された際、東京の住民はす
べて強制的に出身地へ帰された。

4. 廃藩置県によって藩が廃止され、
大名や武士が領地の管理から離れて
帰郷したことが人口減少の要因とな
った。

問12 かつての薩摩藩・長州藩・土佐藩・肥前藩の4藩による連合が発足してから150年を迎えることを記念し、近年ではこれらの地域が連携して広域
的な観光プロジェクトを実施しています。この4藩が中心となって江戸幕府を倒したのち、明治政府によって進められた政治・経済・社会の近代
化を目指した一連の改革を何といいますか。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 明治維新 2. 文明開化 3. 地租改正 4. 殖産興業
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

土地の所有者に、地価を基準として現金で納
めさせた。

明治政府は財政を安定させるため、それまでの豊凶によって収める額が変動する仕組みを改め
ました。土地の価格である地価を基準に定め、その3％（のちに反対一揆を受けて2.5％に減税
）を、土地の所有者に現金で納めさせることとしました。これにより、政府は農作物の収穫量
や価格の変動に左右されず、計画的に予算を立てることが可能になりました。

問2 答え 3
「国民皆学」の理念のもとで近代教育が推進
され、長野県の旧開智学校のように和洋折衷
の「擬洋風建築」を用いた校舎が建設される
など、近代化の象徴となった。

1872年に発布された学制により、日本各地で近代的な教育を受けるための学校建設が進めら
れました。その際、伝統的な日本の大工技術に西洋風のデザインを取り入れた「擬洋風建築」
と呼ばれるスタイルの校舎が造られ、長野県の旧開智学校はその代表例として知られています
。当初は授業料の負担が重く、反対一揆が起こることもありましたが、政府は国民皆学を強く
推し進めました。

問3 答え 3
中央政府から府知事・県知事を派遣し、全国
を直接統治する中央集権体制を確立しようと
した。

明治政府は、欧米列強に対抗できる近代国家を建設するため、政府の命令が全国に速やかに行
き渡る体制を求めていました。廃藩置県によって旧藩主の統治権を完全に取り上げ、政府が任
命した官吏（府知事・県知事）を派遣して統治させることで、政治・軍事・租税などの権限を
中央政府に集中させる「中央集権化」を成し遂げました。

問4 答え 3
神戸税関の前身である兵庫運上所の長官を経
験し、後に内閣制度を創設して初代首相とな
った。

明治初期の地方官としてのキャリアにおいて、兵庫県知事や兵庫運上所の長官を務め、海外と
の貿易や外交の実務に深く関わりました。この経験が後の条約改正交渉や、近代的な政治制度
の構築に活かされています。他の選択肢にある大久保利通（内務卿）や福沢諭吉（慶應義塾創
設）、板垣退助（自由民権運動）といった同時代の重要人物と、その具体的な功績や出身を区
別して理解することが重要です。

問5 答え 1
征韓論

明治初期、新政府の内部では朝鮮への対応を巡る議論が活発化しました。西郷隆盛や板垣退助
らは、武力行使を辞さない構えで開国を求める「征韓論」を主張しましたが、岩倉使節団とし
て欧米を視察し、内政の充実が急務であると痛感した大久保利通らと激しく対立することとな
りました。

問6 答え 2
中央政府が全国の土地と人民を直接支配する
、中央集権体制を確立するため

廃藩置県によって、各地の旧大名（知藩事）による支配を終わらせ、中央政府が任命した官吏
を派遣する仕組みを作りました。これにより、全国の税金や軍事力を政府が一括して管理でき
るようになり、近代国家としての基盤が整えられました。なお、日米修好通商条約は幕末に結
ばれたものであり、明治政府の初期改革とは区別する必要があります。

問7 答え 4
海外への出兵よりも、地租改正や徴兵令など
による国内の整備と産業の育成を最優先する
考え方

欧米視察から帰国した大久保利通らは、西洋諸国との圧倒的な国力の差を目の当たりにし、日
本が独立を維持するためには外交や対外拡張よりも先に、国内の制度整備や産業育成（富国強
兵）を急ぐべきだと判断しました。この「内政優先」の考え方は、当時西郷隆盛らが主張して
いた征韓論（朝鮮への出兵）との対立を招き、明治六年の政変へとつながりました。

問8 答え 2
石炭は蒸気機関の燃料として綿織物の大量生
産を可能にしたほか、製鉄や鉄道の動力とし
ても活用された

石炭は単なる熱源ではなく、産業のあらゆる場面で変革を促すエネルギーでした。まず蒸気機
関の燃料として綿織物の生産効率を劇的に高め、次に鉄を作る際の燃料（コークス）として鉄
鋼業を支えました。さらに、完成した製品を運ぶための蒸気機関車や蒸気船の動力源としても
不可欠であり、生産・加工・流通のすべてを繋ぐ役割を果たしました。

問9 答え 4
天皇中心の中央集権体制を強めるための改革
― 近代的な行政の仕組みを整えるための内閣
制度の創設

1869年の版籍奉還は、土地と人民を朝廷に返すことで中央集権体制を確立する狙いがありま
した。一方、1885年の内閣制度の創設は、憲法の発布や国会の開設に備えて、効率的な行政
運営を行うために整えられた仕組みです。初代内閣総理大臣には、のちに憲法制定の中心人物
となる伊藤博文が就任しました。地租改正（土地の所有権と税制）や廃藩置県（藩の廃止）と
は区別して理解する必要があります。

問1
0

答え 4
王政復古の大号令

徳川慶喜が大政奉還を行ったものの、倒幕派は徳川家を政治から完全に排除しようと考え、朝
廷を動かして「王政復古の大号令」を出させました。これにより摂政・関白や幕府の廃止が決
定し、総裁・議定・参与の三職からなる新しい政府が成立しました。

問1
1

答え 4
廃藩置県によって藩が廃止され、大名や武士
が領地の管理から離れて帰郷したことが人口
減少の要因となった。

江戸時代の東京（江戸）は、参勤交代制度によって全国の大名やその家臣が集まる政治の中心
地として人口が膨れ上がっていました。しかし、明治維新後の廃藩置県によって、それまでの
藩という枠組みが消滅し、武士たちは東京に留まる公的な理由を失いました。これにより、多
くの武士が家族を連れて自らの領地や故郷へ引き揚げたことが、当時の統計における急激な人
口減の直接的な理由です。

問1
2

答え 1
明治維新

江戸幕府の統治が終わり、天皇を中心とする新政府が発足したのちに行われた日本の近代国家
建設に向けた大きな変革を明治維新と呼びます。薩摩（鹿児島県）、長州（山口県）、土佐（
高知県）、肥前（佐賀県・長崎県）の4藩は、幕府を倒す原動力となったことから「薩長土肥
」と呼ばれ、新政府の要職を多くの出身者が占めました。選択肢にある「文明開化」は西洋の
文化が流入した風潮を、「地租改正」は土地や税制の改革を指す個別の事象や政策です。


